
緊急地震速報を取り入れた避難訓練 

 学校で行われる防災訓練の中に、地震による強い
揺れを事前に知らせる緊急地震速報を受信した想定
を避難訓練に盛り込むことにより、児童生徒自らが
適切な対応行動を取り、その場に応じた避難ができ
るようになる。 
 
 気象庁では、緊急地震速報を理解し、有効に利活
用して頂くため、官公庁、学校、事業所等で実施さ
れる防災訓練のなかで緊急地震速報受信時の対応行
動訓練を実施して頂けるよう、訓練用キットを作成。 



訓練用キットの入手方法 

気象庁ホームページ（http://www.jma.go.jp/jma/index.html）の 
 
        をクリックして、「緊急地震速報の利活用の手引
き及び緊急地震速報受信時対応行動訓練用キット」のページから入
手できます。 

http://www.jma.go.jp/jma/index.html
http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/EEW/kaisetsu/index.html


緊急地震速報受信時対応行動訓練用キット 

１．映像の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．想定した地震 
 訓練用キットは、全国の機関で活用できるよう、８つの地域における地
震を想定し作成しました。  
 なお、訓練に活用する際には、一度お手持ちのパソコンにダウンロード
した後、再生して下さい。 
（例）和歌山県南方沖映像 

１ 訓練概要説明（アナウンス） 

２ 訓練開始報（アナウンス）  

３ 緊急地震速報放送（アラーム＋アナウンス） 

４ 地震発生（効果音）  

５ 避難行動開始案内（アナウンス） 

６ 訓練終了報（アナウンス）  



緊急地震速報受信時対応行動訓練用キット 

３．訓練用キットを用いた訓練例（小学校等） 

実時間例 経過時間 放送内容 訓練行動例 

13:58  １．訓練概要説明 

0:01:35 ２．訓練開始報 

0:01:50 ３．緊急地震速報 適切な対応行動を取る
（机の下に潜るetc.） 

14:00 0:02:00 ４．地震による揺れ発生 対応行動を継続 

0:02:25 ５．避難行動開始案内 避難行動を開始（校庭
に避難するetc.） 

14:01頃 0:02:40 ６．訓練終了報 （避難行動等を継続
etc.） 



避難訓練のシナリオ 



訓練計画例 

【緊急地震速報の概要】 
 訓練前日までに、『緊急地震速報のしくみと心得』の視聴。 
 なお、ビデオについては、気象庁HPからダウンロードできます。 
 （http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/sokuho_dvd/index.html) 

事前準備 ① 



訓練計画例 

【校内の危険箇所確認】 
 
 実際に学校の施設内を歩き、以下の着目点から判断して下さい。 
 
 ・ 地震発生時に照明や掲示物などが落下する恐れがあるか？ 
  
 ・ 窓ガラス等、破片が飛び散る恐れがあるか？ 
 
 ・ 本棚など大きな物品が倒れる恐れがあるか？ 
 
 ・ 机の下など、安全を確保できるスペースがあるか？ 
 
                         ・・・など 

事前準備 ② 



訓練計画例 

【避難経路、集合場所の確認】 
各学校の状況、地震の被害想定に応じて避難経路を計画する。 
なお、地震によりあらかじめ定めておいた避難経路が使えなくなる可能
性もあり、複数の経路を設定しておく必要があります。 
例えば、 
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津波の危険がある地域では、
高台等への二次避難。 

事前準備 ③ 

地震により階段Bが通
行できなくなる想定。 



役割 担当 内容 

総括 教頭 訓練の総括。 

本部 校長他4名 全体を掌握し、状況に応じた対応を検討・指示。 

計時 1名 避難開始から完了までの時間を計測。 

放送・連絡 2名 緊急地震速報を流し、避難指示を放送。 

安全確認 全教員 階段付近の授業担当者は、階段の安全を確認。 

避難誘導 全教員 
避難する時、「押さない、走らない、話をしない、
後戻りしない」で安全・迅速に避難するよう誘導。 

人数確認 学年主任 生徒からの報告を受け、状況を本部に連絡。 

救護 養護教諭 けが人の応急処置、病人など確認。 

訓練計画例 

【教職員の役割分担確認】 
 各学校の状況に応じて、教職員の役割分担を割り振る。 
 例えば、 
 

事前準備 ④ 



【緊急地震速報受信の想定】 
 
 現在、多くの学校では、緊急地震速報を入手する設備が整っていない。 
     ↓ 
 県内では、学校への緊急地震速報の利用を５カ年計画で進めている。 
     ↓ 
 それまでの間を想定して、 
 
（ア）教職員の携帯電話に緊急地震速報の『エリアメール』を受信し、 
   校内放送で知らせる。 
  

（イ）テレビ、ラジオ等で、緊急地震速報を入手し、校内放送で知らせ 
   る。 
  

（ウ）緊急地震速報を学校で入手できるようになった場合を想定して、 
   『緊急地震速報受信時対応行動訓練用キット』で、その概要に 
   そって実施する。 

訓練計画例 
事前準備 ⑤ 



訓練計画例 

【いろいろな場面の想定】 
 
教室では「机の下にもぐって、机の脚をしっかりつかむ」行動訓練がで
きますが、机がない場所にいる場合も想定。 
 
 ・体育館 
 
 ・運動場 
 
 ・休み時間 
 
 ・清掃時間 
 
      など 

事前準備 ⑥ 



訓練計画例 
Ａ校の計画例 



訓練計画例 
Ａ校の計画例 



訓練計画例 
Ｂ校の計画例 



訓練計画例 
Ｂ校の計画例 



訓練計画例 
Ｃ校の計画例 



避難訓練の対応行動・避難行動 

「上からものが落ちてこない」、「横か
らものが倒れてこない」、「ものが移動
してこない」場所に素早く身を寄せて安
全を確保する。 
児童生徒が自ら判断し行動できるよう繰
り返し訓練することが重要です。 

・携帯電話『エリアメール』を受信し、 
 校内放送。 
・テレビ、ラジオ等で、緊急地震速報を 
 入手し、校内放送。 
・『緊急地震速報受信時対応行動訓練用 
 キット』を使用し校内放送。 



避難訓練の対応行動・避難行動 

地震によりあらかじめ定めておいた避難
経路が使えなくなる可能性もあり、複数
の経路を設定しておく必要があります。 

揺れが続いている間は、身を守る姿勢を
継続する。 

津波の危険がある地域では、校内高所、
校外高台等への避難訓練も必要です。 

津波が予想されます！ 
すぐに高台に避難して下さい！ 


